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地 域

三保地区別計画策定委員会

＜年齢区分別人口＞

平成 22年（2010 年）9月末

●高齢化率 14.87％は、緑区の 18.51％より 3.64％、横浜市の 19.65％より 4.78％、それぞ
　れ低くなっている。

●年少人口（0歳～14歳）の割合18.11％は、緑区の14.78％より3.33％、横浜市の 13.40％
　より4.71％、それぞれ高くなっている。

三保
（％）

14.87 18.11

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

940人
1,218人
9,718人
1,570人
1,058人

合 計 14,504人 合 計 177,073人

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

13,477人
19,300人
118,114人
15,913人
10,269人

合 計 3,702,537人

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

318,878人
408,869人
2,478,327人
302,625人
193,838人

人口比率

人　口

緑区
（％）

18.51

66.7166.71

14.7814.78

横浜市
（％）

19.65

66.9566.95

13.4013.40

67.0267.02

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15歳～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

　区の中央に位置し、南側は旭区に隣接している。北側約半分には、いくつかの集合住宅と既存の
住宅など住宅地が広がっている。南側は「三保市民の森」等、広大な緑地が残されているが、ここ数
年間で開発が進み、住宅が増えている。
　特別養護老人ホームが区内 8か所中 4か所と集中しているなど高齢者施設が多い。

三保町

三保地区　地区別計画
（平成 23年度～平成 27年度）

＜三保地区　地区別計画策定委員＞
（順不同、敬称略、○：委員長）

● 　大塚　教夫　　● 深海　暢夫　　● 天野　邦彦
● ○湯澤　　孝　　● 西原　悦子　　● 庄　　靖夫
● 　本間真理子　　● 村野　洋子　　● 東　　朝子
● 　秋山　徹雄　　● 谷山　啓子　　● 吉野カツ子
● 　辻　　伸子　　● 永野マリ子　　● 三浦　絹子
● 　岩澤　武夫　　● 落合　　陽　　● 武藤　恭子
● 　矢嶋　照伸　　● 渡辺　絢子　　● 平井　充子
● 　岩本　　誠　　● 丸山　勇治　　● 杉本　里子
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通信 No. １発行 通信 No. ２発行 通信 No. ３発行

地区別計画策定委員会の開催状況　三保町自治会館

第 1 回
平成 22 年２月 27 日（土）

14：00 ～ 16：00
策定委員 12 名出席

『現在、三保地区ではどんな
ことに取り組んでいるか』

意見を出し合いました。

第 3 回
平成 22 年 10 月２日（土）

10：00 ～ 12：00
策定委員 19 名出席

『具体的に取り組めそうな
こと、取組主体』など、策定
に向けて話し合いました。

→素案完成

第 2 回
平成 22 年８月７日（土）

12：00 ～ 14：00
策定委員 19 名出席

地域の取組や課題につい
て『こんなまちにしたい・
これからできること』を
テーマに話し合いました。

地域でのつながりを大切にしたい

落ち着いて活動できる活動拠点を増やしたい

イベント情報等を地域で共有したい

【５年間の具体的取組】

【５年間の具体的取組】

【５年間の具体的取組】

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康

●２大イベントの「健民祭」・「ウォークラリー」を中心につながりを広めたい。
●三保小学校での「ふれあい給食」・「昔遊び」を継続・発展させたい。
●ねんじゅ坂プレイパークの利用を子どもや母親以外に高齢者・小学生等にも広めたい。
●乳幼児の年齢や人数にとらわれず参加できる場を拡大したい。

●三保小学校・ねんじゅ坂プレイパークの利用拡大を働きかけたい。
●各自治会や福祉施設のスペース・時間帯を提供してもらえるよう働きかけたい。
● 公設施設の実現に努力するとともに、民間の空いている施設を利用できるよう、新規の施設
　を開拓したい。
●高齢者や障がい者の地域活動への参加が一層活発化する交通手段を確保したい。

●自治会等の掲示板を最大限活用するほか、他の施設等にも掲示します。
●回覧（板）ルールを周知して円滑な情報伝達を促進します。
●インターネットを利用した情報提供の方法について模索します。
●団体間の連絡調整の場をつくりたい。

【現状の課題】
●多くの団体がさまざまな活動を行っているが、参加者がその団体内に限ら
　れており、多層・多世代の個人や団体が参加できるようにしたい。
● １歳までの子育て支援メニューを、拡大して多くの親子の参加機会を増やしたい。

【現状の課題】
　地域内に自由に使える活動拠点がほとんどなく、地区センターまで出かける等の苦労
があり、活動の制約になっている。地域内に利用度の高い活動拠点を確保したい。

【現状の課題】
　個々の自治会や団体内の情報は行き渡っているが、その団体等に止まらず、
地域全体に提供することで参加者を増やしたい。

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康
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